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安全研究

　高レベル放射性廃棄物（���）の地層処分は、使用済
燃料を再処理したあとに残る高レベル放射性廃液をガラ
ス固化したあと、オーバーパックという鉄の容器で密封
し、その周辺をベントナイトという粘土鉱物を主成分と
した緩衝材で覆い、３００ �より深い安定な岩盤中に埋設
する方法です。���の中には、長寿命の放射性核種が
含まれているので、地層処分の安全性を評価する際に
は、長い期間のうちにはそれらが溶け出し、岩盤中を移
行し、人間に被ばくを与える可能性を考慮します。放射
性核種が岩盤中を地下水の流れによって移行する際に
は、岩盤を構成する鉱物に収着されることにより、その
移行が遅延されることが期待されています。そこで、処
分場の周りの岩盤内で、放射性核種がどのように移行し
うるかを理解する必要があります。地下深部は地表に比
べて酸素が乏しく還元性の条件になっており、また、地
下水中の塩濃度によって放射性核種の収着性が影響され
る可能性があります。
　本研究では、天然の岩盤から地下の還元状態を変化さ
せないように注意しながら採取した地下水と岩石（図６-２０）
を用いて、地下水の塩濃度が放射性核種の収着性に与え
る影響を調べました。地下の還元状態を維持するため、
アルゴンガスを循環させたグローブボックスを使用し

て、酸素濃度の非常に低い雰囲気（１ ���以下）におい
て実験を行いました。
　得られた結果より、地層処分の安全性評価において被
ばく線量を支配する元素のひとつであるセレンとセシウ
ムについて砂質泥岩への収着性を示します（図６-２１）。
セレンは岩石に収着しにくい負イオンを形成しますが、
還元性の実験環境では鉱物表面との特異的な結合によ
り、陽イオンであるセシウムと同等の収着性を有するこ
とが分かりました。また、収着率は地下水の塩濃度が高
くなることによって緩やかに低下するものの、その影響
は顕著ではないことが確認されました。
　このように、岩盤中の鉱物には放射性核種を収着する
働きがあることを実証し、地下水の塩濃度が変化しても
この働きが大きく阻害されることがないことを確認しま
した。処分場の周りで起こりうる環境の変化によって、
放射性核種を収着する働きがどのように変化するのかに
ついて、信頼性のある評価に必要な情報の蓄積を進めて
います。
　本研究は、経済産業省原子力安全・保安院からの受託
研究「平成１８年度放射性廃棄物処分の長期的評価手法の
調査」の成果です。

�地下の還元的な条件における収着実験�
６－９ 岩盤中での物質の移行挙動を解明する
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図６ - ２１　地下水の塩濃度が変化した場合のセレンの収着性の
変化
収着率は、地下水中に存在した元素が、どれだけ岩石に収着し
たかを示します。セレンの収着性は、地下水の塩濃度（����や
�����の濃度）が高くなることによってやや低下するものの、
低下の程度は緩やかであることが確認されました。
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図６- ２０　地下の岩盤から地下水と岩石を採取
地下の還元的な状態を維持したまま地下水と岩石を採取する
ため、極力空気に触れさせないように工夫をして掘削を実施し
ました。掘削には、脱気した水にアルゴンガスを吹き込んだ掘
削水を用い、地下水と岩石の急激な酸化を防ぎました。




